特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース12年5月25日409号
レンリソウ観察会　25人の参加

朝は少し寒いと感じる気温でした。集合時間頃には屋外での活動には最適の温かさになりました。9時45分ごろには10人近くの皆さんが集まっておられました。そして10時かっきりに初めの挨拶の為に集合して戴くとなんと25人に膨れ上がっていました。受付名簿を書いていただく方、そして資料を配布して戴く方を参加者にお手伝いをお願いしました。気軽にお世話いただきました。駅前の地図看板を使って、本日の予定コースと日程、見どころポイントを説明、引き続き、参加者の自己紹介をして頂きました。新田辺駅前開発等に付いて質問があり、変貌する以前の姿を説明、北に進み防賀川に出て、低湿地で大変な悪条件での田圃で、つれてこられた朝鮮の人によって防賀川がつくられたこと、内排水問題は木津川左岸の大問題で、現在でも排水機が洪水防止の役割を果たしていること、神矢排水機場や西浜排水機場や国交省や西部土地改良区の存在に付いてお話をしました。堤公園ではミヤコグサ、マツバウンランが美しく満開でした。堤防の上から見た近鉄鉄橋の橋脚防護の蛇籠による砂流出防止柵と露出した橋脚土台の姿から、木津川の河床低下の実態を目のあたりにして頂きました。オオマツヨイグサやコマツヨイグサハタザオ、そしてカワラサイコが元気に生い茂っているところを観察して、いよいよレンリソウの生育地に到着、残念ながら開花は全く見られず、花の蕾も見当たりません。全員で管理区域内を丁寧に観察して、小さくてか細いレンリソウを2～5本発見出来ました。今年は気温が低く生育が遅れているようでした。昨年に比較してもレンリソウは小さくまだまだ花を付けられるようには大きくなっていませんでした。少し上流部分にあるイワナシ、この頃にはいつも花を付けているはずですが、イワナシも見つかりませんでした。城陽の山砂利、南の葛城山北の比叡山愛宕山、東の鷲峰山、西の生駒山、甘南備山等が見られました。参加者の女性から本日の解説は、始めて聞くお話しで、新しい出来事でしたとの感想が聞かれました。
春の野鳥観察会　27人の参加

しっかり歩いて観察をするために集合時間を9時30分に設定しました。アクセスは不便なのですが時間通りに大勢の皆さんがご参集いただきました。中にはすっかりこの取り組みにはまり込んでおられるリピーター、顔なじみの皆さんもおいででした。今年の野鳥の世界ではすっかり夏鳥に変化していました。オオヨシキリがしきりに姿を見せてくれ、セッカも確認できました。キジも大きな声で雄叫びをとどろかせています。河原はイカルチドリの営巣を確認できました。子育ての様子も眺めることが出来ました。この日のビッグイベントは何と言ってもミサゴのダイビングでした。ねらいすまして直角に飛び込む姿は見事でした。肉食の鳥がここで魚とりをしているのは、まだまだ木津に川は餌になる魚が多くいることの証明です。木津川について、河床低下が大問題で、水の脈が細く深くなっていること、などの状況を説明しました。大きな変化が起きているように私たちには見えるのですが、鳥たちにはまだまだいい川なのでしょうね。他に餌場が更に無くなってきているのかもしれませんね。最後に、27日木津川ワークショップを開いて、みんなでいい川づくりの為に話し合いましょうと訴えて散会しました。いつもご指導いただいている植田先生ありがとうございました。
京田辺環境フェスタ　20日　33人の出席　7人で客集めに場内をめぐる
京田辺市環境パートナシップから呼びかけられて、里山の会が「水質調査体験」と「イタセンパラのお話」の2本立てで参加しました。過去に数回取り組みがされているとのことでしたが、この日の参加者は極めて少なく、中央公民館大ホールでの舞台発表と出展体験ブースが主力で、私たちが割り当てられた二階の会議室での取り組みにはほとんど一般客の姿は見られませんでした。会場づくりもお客さんの呼び込みも客者に声掛けをして集客しなければ調査体験もお話も成り立ちませんでした。里山の会のプログラムの時には要員の皆さんも持場があってこれないようでした。しかし、気候ネットワークの講演の時にはスタッフの皆さんが集まって形が整えられていました。次に里山の時間の時には全員退席されて空っぽになってしまいました。とんでもないことになったと大慌てをしました。
他市町村ではかなり盛り上がっていますが、京田辺市での環境への取り組みはかなり低調だなあと映りました。
田植え体験　26日　（土）　集合10時普賢寺小学校前　　大勢の参加をお待ちしています

昨年の田植え体験は、朝から雨が降り、開会時の10時には激しい風と強い雨が降り注ぎ、農業委や環境自然のお話に耳が傾けられずひどい状況でした。それでも雨と風が30分後には止み、田植えを楽しみました。今年はきっとあれほどのことは無いと思います。よい天気で楽しい取組が出来るのではないでしょうか。田植え体験と併せて、水鉄砲作り、竹ポックリ作り、そして楽しい工作の材料も準備できました。ご参加された皆さんにはきっと大満足いただけると自信満々です。お昼御飯は里山農園の無農薬で作ったエンドウ豆ご飯を準備します。屋外で採りたての豆ご飯をみんなで食べましょう。お越しをお待ちしています。淡竹の筍がお土産に分配できれば更に楽しみが増えます。里山の会で最も満足できる取り組みの一つです。（参加費：大人500円。子どもたち無料）
木津川ワークショップ　27日（日）　集合9時30分　山城大橋東詰（24号線）　12時過ぎに終わります。
里山の会は、これまで植物調査を木津川で念入りに行ってきました。素晴らしい植生の川であることがわかりました。多くの大人の皆さんは小さい時水泳場に来た、綺麗な川だったといわれます。一時期水質汚濁が問題になりましたが、見た目にはずいぶん水は澄みとおってきました。本当にきれいになっているのでしょうか。砂河川と言われる浅い水辺が広く拡がっていました。今は５ｍも低くなって水の流れているところはかなり急流で狭くなっています。かつての木津川の面影はすっかり見られなくなってきていますね。第1回目のワークショップでは、こうした木津川の姿をたずねます。そして木津川のいいところを見つけましょう。木津川に付いて語り合いたいと思います。市民住民が調べ学び語り合いましょう。気楽な取組にしていこうと考えています。是非ご参加ください。お越しを待っています。
城陽市教育委員会主催「キッズスポーツ☆チャレンジ広場」6月2日（土）　スタッフと支援者の応援を求めています。手伝って下さい。やましろ里山の会に城陽市教育委員会から「木津川の水辺の環境を利用した体験指導」の依頼が寄せられました。9時30分から12時まで、木津川右岸の山城大橋下流のワンドを利用して行います。晴天の場合は魚とり中心に　木津川のお話など　雨天の場合は水質調査などに取り組みます。雨天決行です。雨天では会場変更もありますが、集合場所と時間の変更はありません
木津川清掃ウォーキング3日（日）集合：10時 木津川京田辺グランド近鉄鉄橋下で 恒例の取組です。ご参加ください。
第16回里山講演会　9月8日（土）午後1時より　講師決まる　大阪歴史博物館館長　脇田修先生　演題「秀吉と淀川」
昨年は淀川開削100周年でした。そしてそれ以前の大阪を築きあげたのは秀吉でした。秀吉を中心に大阪のお話を淀川からお聞きします。



























週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

